
館で授賞式

人
道
支
援
へ
県
と
協
力
四

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

平
和
へ
の
貢
献
を
た
た
え
る

第
二
回
沖
縄
平
和
賞
の
授
賞

式
が
二
十
二
日
、
名
護
市
の

万
国
津
菜
館
で
聞
か
れ
た
。

同
質
委
員
会
会
長
の
稲
嶺
恵

一
知
事
が
国
際
医
療
援
助
団

体
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
テ
ム
ダ
）
」

　
テ
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
、
本
部
・
岡
山
市
）
の
菅

波
茂
理
事
長
に
賞
状
と
副
賞

一
千
万
円
を
贈
り
、
今
後
人

道
支
援
活
動
で
協
力
し
合
う

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
　
（
３
・
2
7
面
に
関
連
）

稲
嶺
知
事
か
ら
沖
縄
平
和
賞
の
賞
状
を
手
渡
さ
れ
る
音
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ラ
ム
ダ
）
理
事
長
谷
）

‐
‐
‥
2
2
目
午
後
、
名
護
巾
・
万
国
体
梁
館

　
菅
彼
氏
は
「
米
軍
基
地
な

ど
沖
縄
の
不
条
理
を
一
挙
に

変
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

弱
者
の
痛
み
が
分
か
る
ゆ
え

の
行
動
を
積
極
的
に
起
こ
せ

ば
、
世
界
が
も
っ
と
沖
縄
を

理
解
し
て
く
れ
る
」
と
指

摘
。
人
道
支
援
で
「
沖
縄
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
て
ほ

し
い
」
と
要
望
し
た
。

　
県
へ
の
提
案
と
し
て
、
①

世
界
の
県
泉
水
不
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
た
緊
急
支
援
機

構
の
確
立
②
沖
縄
の
若
者
に

支
援
現
場
を
体
験
さ
せ
る
奨

学
金
制
度
の
創
設
③
広
島
、

兵
甫
、
岡
山
各
県
と
知
事
外

交
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
－
の
三

点
を
挙
げ
、
「
県
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
頑
張
り
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
国
内
支
部
で

最
初
に
設
立
さ
れ
た
沖
縄
支

部
の
大
仲
良
一
支
部
長
は

　
「
今
後
、
中
南
米
な
ど
で
沖

縄
発
の
支
援
活
動
を
続
け
た

ぶ心



い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
稲
嶺
知
事
ふ
「
戦
前
戦

後
、
海
外
の
冊
大
の
支
援

も
あ
っ
て
発
展
Ｕ
た
沖
縄
か

ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
’
動
を
支
援

で
き
る
こ
と
は

匹
］義
深
い
」

ひ
と
り
の
命
を
宍
切
に
す
る

二
十
一
世
紀
の
詰
観
を
、

沖
縄
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
心
が
世
界
に

示
し
て
ほ
し
い
」
と
同
質
の

役
割
に
期
待
を
示
し
た
。

　
同
質
は
二
年
に
一
度
、
個

人
か
団
体
を
顕
彰
し
、
二
〇

〇
三
年
の
第
｛
助
味
中
村

哲
を
支
援
す
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
」
に
贈
ら
れ
た
。

　
一
一
�
贋
Ｉ

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
　
日
本
初
の
国

連
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組

織
）
。
国
内
外
3
1
支
部
、
医

師
３
０
０
人
を
含
む
会
員
Ｉ

５
０
０
人
を
擁
す
る
。
１
９

８
４
年
の
設
立
以
来
、
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な

ど
約
5
0
力
国
で
災
害
支
援
や

地
域
開
発
の
実
績
が
あ
り
、

現
在
も
1
4
力
国
で
活
動
中
。
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